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株式会社おかもと　岡本俊博　専務取締役（花
 か ほうかん

宝館にて）

上三川町商工会
顔晴る企業紹介

がん     ば

顔晴る企業紹介
がん     ば

 商工会法施行
 65周年記念

「商工会栃木県大会」特集

　10月28日、商工会法施行65周

年記念「商工会栃木県大会」並

びに「栃木県商工会女性部連合

会設立60周年記念大会」が栃木

県総合文化センターにて開催さ

れた。大会では、商工会の発展

に貢献した役職員等、322名に知

事表彰・会長表彰・感謝状の表

彰が行われた。

（特集記事・受賞者一覧は４頁以

降に掲載）

　

商
工
会
に
は
自
社
の
事
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

「
顔が

ん
晴ば

っ
て
い
る
」
会
員
さ
ん
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今

回
は
、
上
三
川
町
に
あ
る
㈱
お
か
も
と
さ
ん
の
岡
本
俊
博
専
務
取

締
役
（
以
下
、
専
務
）
に
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
事
業
に
か
け
る
想

い
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

◇
は
じ
め
に
事
業
の
概
要
を
お
伺
い
し
ま
す

　

㈱
お
か
も
と
は
１
９
４
６
年
に
創
業
、
上
三
川
町
で
約
80
年
に

わ
た
り
葬
祭
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
「
誠
実
」
「
誠
意
」
を
理

念
に
掲
げ
、
ご
遺
族
様
に
寄
り
添
っ
た
提
案
内
容
と
適
正
価
格
に

よ
る
事
前
見
積
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
経
験
豊
富
な
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
丁
寧
に
ご
説
明
し
、
「
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
お
葬
式
屋
さ

ん
」
と
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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■
京
都
で
修
業
後
、
帰
郷

　

上
三
川
町
で
育
っ
た
岡
本
俊
博
専

務
（
以
下
、専
務
）
は
３
代
目
と
な
る
。

大
学
卒
業
後
は
、
京
都
の
葬
祭
会
社

で
修
業
し
、
葬
儀
・
式
典
の
施
行
に

必
要
な
知
識
を
学
び
経
験
を
積
ん
だ
。

栃
木
と
異
な
る
風
習
が
多
く
、
知
見

が
広
が
っ
た
と
い
う
。

■
事
業
環
境
が
大
き
く
変
化

　

元
々
、葬
儀
式
場
は
「
瑞
香
堂
ホ
ー

ル
本
館
」
の
み
だ
っ
た
が
、
大
規
模

な
葬
儀
の
需
要
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
会
食
を
提
供
す
る
「
花
宝
館
」

と
「
瑞
香
堂
ホ
ー
ル
新
館
」
が
建
設

さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
葬

儀
形
態
は
一
変
し
た
。
参
列
者
の
人

り
の
持
ち
帰
れ
る
お
弁
当
の
提
供
に

切
り
替
え
た
。

　

さ
ら
に
、「
花
宝
館
」
の
内
装
が
西

洋
風
で
優
雅
な
空
間
で
あ
る
こ
と
か

ら
、葬
儀
や
法
事
以
外
に
も
セ
ミ
ナ
ー

会
場
や
懇
親
会
等
の
利
用
に
も
貸
し

出
し
を
開
始
し
た
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
と
な
っ
た
現

在
で
も
、
小
規
模
化
葬
儀
へ
の
対
応

や
、
参
列
者
の
拘
束
時
間
短
縮
化
の

た
め
、
持
ち
帰
れ
る
お
弁
当
の
需
要

が
あ
る
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
見
出

し
た
新
た
な
事
業
形
態
は
、
業
績
回

復
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
変
容

し
た
社
会
に
順
応
し
て
い
る
。

■
今
後
、
見
据
え
て
い
る
未
来
と
は

　

専
務
は
「
コ
ロ
ナ
禍
後
も
、
様
々

な
事
業
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
事
業

内
容
の
見
直
し
や
社
員
の
働
き
方
を

考
え
て
い
る
。
社
員
の
満
足
度
が
高

ま
ら
な
け
れ
ば
お
客
様
の
満
足
度
向

上
に
繋
が
ら
な
い
」
と
、
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
会
社
の
未
来
を
見
据
え

る
。

　

変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
い
く
一

方
で
、
専
務
に
は
変
わ
ら
な
い
信
念

が
あ
る
。
最
近
は
「
自
分
の
葬
儀
は

必
要
な
い
」と
考
え
る
人
も
多
く
な
っ

た
と
い
う
。
変
わ
り
ゆ
く
様
式
や
価

値
観
に
つ
い
て
専
務
は
「
葬
儀
は
残

さ
れ
た
人
の
た
め
に
あ
る
。
心
の
整

理
を
し
て
気
持
ち
に
一
区
切
り
を
つ

け
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
」と
語
っ

た
。

　

今
年
か
ら
商
工
会
の
青
年
部
長
に

就
任
し
、
地
域
振
興
活
動
に
も
取
り

組
む
。
長
年
、
上
三
川
町
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
企
業
と
し
て
続

い
て
き
た
。「
今
が
あ
る
の
も
祖
父
や

両
親
が
色
々
な
種
を
蒔
い
て
く
れ
た

か
ら
だ
と
思
う
。
今
後
も
地
域
の
皆

様
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
存
在
で

あ
り
た
い
」と
穏
や
か
な
笑
顔
で
語
っ

た
。

瑞
ずい

香
か

堂
どう

ホール本館　

数
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
家
族
葬
や

小
規
模
な
葬
儀
が
主
流
と
な
っ
た
。

専
務
は
「
葬
儀
の
縮
小
や
法
事
の
激

減
等
も
あ
り
、
当
時
は
と
て
も
苦
し

か
っ
た
」
と
回
想
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る

　

商
工
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
国

の
「
事
業
再
構
築
補
助
金
」
の
申
請

を
薦
め
ら
れ
た
。
こ
の
補
助
金
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
し
、

当
面
の
売
上
の
回
復
が
難
し
い
な
か
、

思
い
切
っ
た
事
業
再
構
築
を
決
断
す

る
事
業
者
向
け
の
施
策
だ
っ
た
。

　

採
択
後
、
補
助
金
を
活
用
し
て
、

小
規
模
な
葬
儀
に
適
し
た
部
屋
を
提

供
で
き
る
よ
う
本
館
を
改
装
し
た
。

　

ま
た
、
思
い
切
っ
た
方
針
転
換
と

し
て
、「
お
料
理
が
と
て
も
美
味
し
い
」

と
評
判
を
得
て
い
た
会
食
も
、
手
作

「時代の流れに合わせて、地域を牽
引できる青年部活動ができたら」と
意気込みを語る専務

花
か

宝
ほうかん

館の内観。広々とした空間となっており、
大人数で利用できる。

2013 年に建設した瑞
ずい

香
か

堂
どう

ホール新館



P.3

関東ブロック商工会青年部連絡協議会　前期主張発表大会（栃木大会）を開催
　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部

連
絡
協
議
会　

前
期
主
張
発
表
大

会
（
栃
木
大
会
）
が
10
月
１
日
、

２
日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
は
、

青
年
部
員
が
一
堂
に
会
し
、
主
張

大
会
に
お
い
て
日
頃
活
動
を
通
じ

て
得
た
自
ら
の
経
験
や
成
果
を
発

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興

に
対
す
る
意
見
の
啓
発
を
図
る
と

と
も
に
、
商
工
業
の
後
継
者
た
る

青
年
経
営
者
と
し
て
の
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

初
日
の
主
張
発
表
大
会
に
は
、

１
都
10
県
か
ら
青
年
部
員
等
約

１
，
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。
ま

た
、
県
内
の
14
会
員
事
業
者
が
出

店
し
、
物
産
展
を
開
催
し
た
ほ
か
、

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
献
血
も
実

施
さ
れ
た
。

　

開
会
後
、
高
根
沢
大
地
県
青
連

会
長
は
「
今
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
『
仲
間
・
出
会
い
・
感
謝 

～

と
ち
ぎ
で
や
れ
ば
だ
い
じ
だ
べ
！

～
』
を
掲
げ
た
。
皆
様
と
一
緒
に

熱
い
意
見
交
換
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
な
が
る
よ
う
な
栃
木
大
会

に
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
く

来
賓
祝
辞
で
は
、
越
智
俊
之
参
議

院
議
員
（
全
国
連
顧
問
）、
小
林

信
作
全
青
連
会
長
（
前
県
青
連
会

長
）
等
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
に
は
11
名
が
出

場
。
本
県
か
ら
は
、
那
須
塩
原
市

商
工
会
青
年
部
・
松
本
弘
基
副
部

長
が
「『
人
は
人
で
し
か
変
わ
れ

な
い
』
～
お
祭
り
男
が
気
づ
い
た

仲
間
と
地
域
の
力
～
」
と
題
し
て

発
表
を
行
っ
た
。
力
強
く
、
熱
意

溢
れ
る
主
張
に
、
参
加
者
は
一
瞬

で
引
き
込
ま
れ
、
聞
き
入
っ
て
い

た
。

　

翌
日
に
は
、
顕
彰
選
考
会
が
行

わ
れ
、
各
部
門
で
全
国
表
彰
者
が

選
出
さ
れ
た
。
本
県
か
ら
は
、「
ま

ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門
」
で
塩

谷
町
商
工
会
青
年
部
・
高
塚
桂
太

氏
が
地
元
塩
谷
町
の
夏
祭
り
を
復

活
さ
せ
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
開

催
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
両
者

と
も
惜
し
く
も
選
出
と
は
な
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
青
年
部
活
動
へ

の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
た
。
参
加
者
た
ち
も
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
応
援
の
際
は
大
き
な

声
援
を
送
る
な
ど
、
活
気
に
満
ち

溢
れ
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

関
東
商
工
会
職
員
協
議
会
主
催

の
「
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
」

が
10
月
９
日
、
埼
玉
県
で
開
催
さ

れ
、
11
都
県
連
の
代
表
６
名
の
う

ち
、
本
県
か
ら
は
那
須
烏
山
商
工

会
の
秋
葉
聖
史
主
任
が
出
場
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
職
員
の
持
つ
経

営
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
の
共
有

化
、経
営
指
導
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。

秋
葉
主
任
は
「
一
台
の
幻
の
バ
イ

ク
が
団
結
と
交
流
を
生
ん
だ
町
お

こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
真
の
熱
意

が
も
の
づ
く
り
の
町
を
動
か
す
～
」

と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
。

　

バ
イ
ク
修
理
業
を
営
む
会
員
企

業
か
ら
「
１
９
４
９
年
製
の
メ
グ

ロ
オ
ー
ト
バ
イ
を
レ
ス
ト
ア
す
る

の
で
、
地
元
企
業
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
」
と
相
談
が
あ
っ
た
。
部
品

の
入
手
が
困
難
で
製
造
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
等
か
ら
、
秋
葉
主
任

が
働
き
か
け
、
商
工
会
工
業
部
会

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

発
足
。
３
か
年
計
画
と
し
て
地
元

企
業
と
協
力
し
な
が
ら
レ
ス
ト
ア

を
続
け
て
お
り
、
ジ
ャ
パ
ン
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
へ
の
出
展
を
目

指
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
11
月
２
日
に
完
成
を

迎
え
、
約
１
週
間
後
の
11
月
８
日

に
出
展
が
実
現
し
た
。
那
須
烏
山

市
に
は
か
つ
て
、
メ
グ
ロ
オ
ー
ト

バ
イ
の
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

愛
好
家
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん

だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
会

員
企
業
の
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
町

お
こ
し
事
業
と
し
て
も
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。

発表する秋葉主任（那須烏山）

関
東
商
工
会
職
員
協
議
会
主
催
「
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
」

　 

那
須
烏
山
商
工
会
の
秋
葉
主
任
が
出
場

挨拶する高根沢県青連会長

栃木県代表として発表した松本弘基
副部長（那須塩原市）

発表者による記念撮影
（松本副部長は後列左から３番目）

物産展には県内外から多くの青年部関係者が
訪れた

【地域経済活性化支援編】

一台の幻のバイクが団結と交流を生んだ町おこしプロジェクト
〜真の熱意がものづくりの町を動かす〜

那須烏山商工会　経営支援課　主任　秋葉　聖史

1949 年製メグロオートバイ「メグロＺ（Ｚ１）」
                              （秋葉主任発表資料より）
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◆
栃
木
県
知
事
表
彰

●
役
員
功
労
者
（
34
名
）

矢　

板　

市	

会　

長		


東　

泉　

清　

寿

下　

野　

市	

副
会
長		



原　
　
　

貞　

夫

西　
　
　

方	

副
会
長		



荻　

原　

幸　

一

粟　
　
　

野	

理　

事		


青　

木　
　
　

守

足　

尾　

町	

会　

長		


菅　

沼　
　
　

清

に
の
み
や	

監　

事		


添　

野　

一　

雄

益　

子　

町	

副
会
長		



荒　

井　
　
　

久

茂　

木　

町	

会　

長		


手　

嶋　

崇　

夫

芳　

賀　

町	

監　

事		


加　

藤　
　
　

均

壬　

生　

町	

理　

事		


増　

田　

美　

博

	

理　

事		


吉　

葉　

幸　

男

石　
　
　

橋	

副
会
長		



石　

田　

陽　

一

野　

木　

町	

理　

事		


遠　

藤　
　
　

健

小
山
市
お
も
い
が
わ	

副
会
長		



西　

堀　

和　

男

	

理　

事		


福　

田　

清　

男

大　

平　

町	

監　

事		


竹　

澤　

博　

之

藤　

岡　

町	

副
会
長		



酒　

井　

一　

則

岩　

舟　

町	

会　

長		


小　

倉　

久　

緒

都　

賀　

町	

副
会
長		



渡　

邉　

サ
ダ
子

塩　

谷　

町	

理　

事		


斎　

藤　

宏　

貴

氏　
　
　

家	

理　

事		


菊　

池　

完　

也

高
根
沢
町	

副
会
長		



鈴　

木　
　
　

章

那
須
烏
山	

監　

事		


小　

川　
　
　

清

黒　
　
　

羽	

監　

事		


屋　

代　

勝　

義

那　

須　

町	

理　

事		


三　

森　

節　

子

	
監　

事		


安　

達　

雅　

夫

那
須
塩
原
市	
副
会
長		



中　

川　

丹　

重

	

副
会
長		



印　

南　

雄　

彦

西
那
須
野	

理　

事		


大　

谷　

伸　

一

	

理　

事		


星　

野　
　
　

仁

湯　

津　

上	

理　

事		


中　

澤　

達　

雄

佐
野
市
あ
そ	

副
会
長		



大　

関　

輝　

雄

	

副
会
長		



山　

菅　

直　

己

足
利
市
坂
西	

副
会
長		



山　

際　

眞
理
子

●
青
年
部
役
員
功
労
者
（
２
名
）

栃
木
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会	

（
壬
生
町
）	

	

会　

長　
　

小　

林　

信　

作

栃
木
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会	

（
佐
野
市
あ
そ
）	

	

副
会
長　
　

的　

場　

雄　

大

●
女
性
部
役
員
功
労
者
（
２
名
）

栃
木
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会	

（
壬
生
町
）	

	

理　

事	

黒　

川　

久　

美

栃
木
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会	

（
氏　

家
）	

	

理　

事	

永　

井　

恵
美
子

●
優
良
職
員
（
４
名
）

喜　

連　

川	

課　

長		


大　

金　

郁　

雄

矢　

板　

市	

課　

長		


荒　

井　

一　

美

那
須
塩
原
市	

課　

長		


藤　

田　
　
　

修

茂　

木　

町	

課　

長		


五
味
渕　

隆　

行

◆
栃
木
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

●
役
員
功
労
者
（
41
名
）

下　

野　

市	

理　

事		


舘　

野　
　
　

章

う
つ
の
み
や
市	

理　

事		


櫻　

井　
　
　

誠

	

理　

事		


髙　

橋　

利　

男

	

理　

事		


瀧　

澤　

良　

宏

	

理　

事		


山　

田　

祐　

子

益　

子　

町	

理　

事		


大　

塚　

一　

弘

	

理　

事		


大　

塚　

和　

美

商
工
会
法
施
行
65
周
年
記
念
「
商
工
会
栃
木
県
大
会
」

 

受
賞
者
の
紹
介
　
表
彰
基
準
日
：
令
和
７
年
３
月
31
日
（
敬
称
略
）

　

薄
井
正
明
会
長
は
、
65
周
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
激
動
と
変
革
の

昭
和
の
時
代
に
、
商
工
会
を
立
ち
上
げ
全
国
組

織
へ
育
て
た
先
人
の
ご
苦
労
と
、
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
国
、
県
、
市
町
、
関
係
各
位
に
よ
る

不
断
の
支
援
の
賜
物
」
と
、
敬
意
と
感
謝
の
意

を
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
今
後
も
、
県
内
の
33
商

工
会
と
と
も
に
、『
会
員
企
業
の
繁
栄
・
発
展
を

図
る
こ
と
』
を
目
的
に
、『
全
て
は
会
員
の
た
め

に
』
を
活
動
理
念
に
行
動
し
、
一
層
信
頼
さ
れ
、

地
域
発
展
の
原
動
力
と
な
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
福
田
知

事
、
小
林
県
議
会
経
済
企
業
委
員
会
委
員
長
、

商
工
会
を
支
援
す
る
県
議
会
議
員
の
会
の
木
村

会
長
、
栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
藤
井
会

長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

併
せ
て
、
商
工
会
法
施
行
65
周
年
並
び
に
商

工
会
女
性
部
連
合
会
設
立
60
周
年
を
記
念
し

て
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
商
工
会
事
業
に
功
労

の
あ
っ
た
役
職
員
等
に
表
彰
や
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。
県
知
事
表
彰
は
42
名
を
代
表
し
て
東

泉
清
寿
会
長
（
矢
板
市
）、
商
工
会
連
合
会
長

表
彰
は
72
名
を
代
表
し
て
塚
本
正
道
会
長
（
喜

連
川
）、
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状
は
１
２
３
名

を
代
表
し
て
特
別
感
謝
状
の
商
工
会
連
合
会
前

会
長
・
福
田
徳
一
氏
、
商
工
会
女
性
部
連
合
会

長
表
彰
は
85
名
を
代
表
し
て
石
橋
商
工
会
女
性

来賓祝辞にて挨拶する福田知事

大会挨拶をする薄井正明商工連会長

地
域
発
展
の
原
動
力
と
な
る
決
意
新
た
に

　商
工
会
法
施
行
65
周
年
記
念
「
商
工
会
栃
木
県
大
会
」

　栃
木
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
設
立
60
周
年
記
念
大
会
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益　

子　

町	

理　

事		


仲　

野　

信　

吾

	

理　

事		


橋　

本　

敏　

之

	

理　

事		


飯　

塚　

隆　

久

市　

貝　

町	

副
会
長		



見　

目　

利　

司

芳　

賀　

町	

副
会
長		



水　

沼　
　
　

正

	

理　

事		


関　

本　

利　

満

	

理　

事		


沼　

能　
　
　

靖

	

理　

事		


羽　

石　

信　

弘

	

理　

事		


塩　

田　

秀　

樹

壬　

生　

町	

理　

事		


水　

井　

正　

行

	

理　

事		


鈴　

木　
　
　

仁

	

理　

事		


荒　

川　
　
　

清

小
山
市
お
も
い
が
わ	

理　

事		


曽　

篠　

安　

博

	

理　

事		


田　

村　

光　

一

岩　

舟　

町	

理　

事		


小　

林　

雄　

一

	

理　

事		


山　

田　

正　

憲

塩　

谷　

町	

理　

事		


中　

村　

光　

孝

	

理　

事		


増　

渕　

健　

一

	

理　

事		


吉　

田　

富　

雄

	

理　

事		


和　

氣　

勝　

美

氏　
　
　

家	

理　

事		


小　

野　

由　

一

	

理　

事		


柴　

野　
　
　

諭

高
根
沢
町	

理　

事		


小　

堀　
　
　

敬

喜　

連　

川	

会　

長		


塚　

本　

正　

道

	

副
会
長		



吉　

澤　

幸　

彦

	

副
会
長		



髙　

野　
　
　

篤

	

理　

事		


飯　

島　

直　

美

那
須
烏
山	

理　

事		


礒　
　
　

則　

夫

	

理　

事		


福　

田　

長　

弘

黒　
　
　

羽	

理　

事		


船　

山　

孝　

延

西
那
須
野	

副
会
長	

小　

宮　

満　

夫

	

理　

事	

阿
久
津　

一　

志

	

理　

事	

橋　

本　
　
　

渉

湯　

津　

上	

理　

事	

舘　

林　

貴　

之

●
青
年
部
役
員
功
労
者
（
１
名
）

栃
木
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
粟　

野
）

	

理　

事	
矢　

野　

直　

政

●
優
良
職
員
（
30
名
）

上
三
川
町	

主　

任		


藤　

波　

優　

介

	

主　

事		


前　

原　

久
美
子

下　

野　

市	

主　

任		


伊　

藤　

秀　

一

	

主　

事		


髙　

畠　

友　

美

う
つ
の
み
や
市	

主　

任		


齋　

藤　

玄　

武

西　
　
　

方	

主　

任		


川　

﨑　

真　

吾

粟　
　
　

野	

主　

任		


野　

口　

俊　

幸

	

主　

任		


長
谷
川　

歩　

実

益　

子　

町	

主　

任		


加　

藤　
　
　

拓

茂　

木　

町	

主　

任		


星　

野　

乃　

紀

芳　

賀　

町	

主　

任		


亀　

井　

弘　

史

壬　

生　

町	

主　

任		


堀　

田　

有　

輝

野　

木　

町	

主　

任		


田　

中　

麻　

美

小
山
市
お
も
い
が
わ	

主　

査		


野　

沢　

尚　

子

大　

平　

町	

主　

任		


樫　

野　

ひ
さ
み

藤　

岡　

町	

主　

任		


山　

口　

俊　

也

岩　

舟　

町	

主　

任		


川　

俣　

智　

和

都　

賀　

町	

主　

任		


相　

川　

将　

宏

	

主　

任		


森　
　
　

蓉　

子

氏　
　
　

家	

主　

任		


小
曽
戸　

祐
加
里

喜　

連　

川	

主　

任		


横　

田　

笑
美
子

那
須
烏
山	

主　

任		


秋　

葉　

聖　

史

黒　
　
　

羽	

主　

任		


郡　

司　

祐
太
朗

那　

須　

町	

主　

任		


津
久
井　

は
る
か

那
須
塩
原
市	

主　

任		


髙
根
澤　

和　

希

	

主　

任		


安　

納　

千　

景

	

主　

任		


戸　

﨑　
　
　

亮

西
那
須
野	

主　

任		


舟　

本　

明　

弘

商　

工　

連	

主　

任		


髙　

橋　

祐　

貴

	

主　

任		


安　

納　

和　

俊

◆
栃
木
県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状
（
121
名
）

下　

野　

市   ［
理　

事
］　

　
　
　
　

岡　

本　

銕　

男
、　

須　

藤　

富　

夫

　
　
　
　

佐　

藤　

光　

江
、　

植　

草　

英
一
郎

益　

子　

町   ［
活
動
強
化
員
］

　
　
　
　

上　

野　

康　

雄
、　

中　

山　

隼　

男

部
・
大
関
啓
子
部
長
に
授
与
さ
れ
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
商
工
会
員
中

期
施
策
要
望
調
査
」
の
結
果
報
告
も
行
わ
れ
、

栃
木
県
中
小
企
業
診
断
士
協
会
の
須
田
会
長
等

が
調
査
結
果
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　

終
盤
、
山
田
祐
子
県
女
性
連
会
長
と
高
根
沢

大
地
県
青
連
会
長
が
大
会
決
議
（
案
）
を
提
出

し
、
会
場
内
の
盛
大
な
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ

れ
た
。（
大
会
決
議
は
ｐ
６
に
掲
載
）

　

大
会
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
、
商
工
連
役
員
と

各
商
工
会
長
が
登
壇
し
、
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ

る
と
、
会
場
内
は
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
響
き

渡
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

受賞者を代表して謝辞を述べる茂木町の
手嶋会長

商工会中期施策要望調査について、調査に携わった
栃木県中小企業診断士協会による説明が行われた。

大会決議を提出する山田祐子県女性連会長と
高根沢大地県青連会長

万歳三唱で、会員事業者・商工会・地域経済等の
更なる発展を祈念した
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大　

島　

晴　

男
、　

堀　

野　
　
　

傑

　
　
　
　

秋　

葉　

憲　

司
、　

山　

本　

圭　

一

　
　
　
　

床　

井　

崇　

一
、　

和　

田　
　
　

孝

　
　
　
　

大　

山　

由　

雄
、　

石　

川　

正　

夫

茂　

木　

町   ［
活
動
強
化
員
］

　
　
　
　

稲　

見　
　
　

康
、　

木　

村　

利　

通

　
　
　
　

大　

木　

玲　

門

壬　

生　

町   ［
幹　

事
］　

　
　
　
　

渡　

辺　

正　

明
、　

早
乙
女　

信　

之

　
　
　
　

荒　

川　

親　

雄
、　

髙　

田　

幸　

男

　
　
　
　

佐　

藤　

正　

男
、　

栃　

木　
　
　

勝

　
　
　
　

山　

縣　

博　

司

大　

平　

町   ［
評
議
員
］　

　
　
　
　

岡　

部　

明　

哲
、　

土　

屋　

一　

好

　
　
　
　

木　

村　

賢　

司
、　

羽　

金　

寛　

之

　
　
　
　

大　

竹　

芳　

明
、　

石　

橋　

英　

二

　
　
　
　

大　

川　

宣　

生
、　

松　

本　

松　

夫

　
　
　
　

関　

口　
　
　

勇
、　

小
矢
島　
　
　

功

　
　
　
　

大　

塚　

正　

美
、　

新　

村　

謙　

一

　
　
　
　

福　

富　

正　

浩
、　

五
十
畑　

博　

行

黒　
　
　

羽   ［
活
動
強
化
員
］

　
　
　
　

貝
方
士　

明　

美
、　

安　

彦　

秀　

樹

　
　
　
　

大　

嶋　

利　

明
、　

菊　

池　

正　

明

那
須
塩
原
市   ［
総　

代
］

　
　
　
　

石　

山　

桂　

子
、　

鈴　

木　

成
太
朗

　
　
　
　

澁　

井　

和　

男
、　

鹿　

野　

正　

紀

　
　
　
　

赤　

澤　

隆　

通
、　

三　

川　

伸　

明

　
　
　
　

中　

田　

正　

典
、　

大　

森　
　
　

茂

　
　
　
　

髙　

久　
　
　

優
、　

矢　

吹　

清　

人

　
　
　
　

大　

野　

浩　

之
、　

春　

山　

雅　

弘

　
　
　
　

大　

森　

健　

正
、　

渡　

辺　

記
代
美

　
　
　
　

稲　

垣　

理　

恵
、　

佐　

藤　

一　

博

　
　
　
　

平　

野　

綾　

子
、　

菊　

地　

健　

一

　
　
　
　

室　

井　

徹　

也
、　

川　

南　

正　

義

　
　
　
　

田　

代　

孝　

子
、　

川　

上　

栄　

治

　
　
　
　

蜂　

巣　

麻　

歩
、　

米　

竹　
　
　

忍

　
　
　
　

天　

野　

一　

彦
、　

中　

村　
　
　

勝

　
　
　
　

薄　

井　

静　

雄
、　

室　

井　

康　

隆

　
　
　
　

齋　

藤　
　
　

健
、　

吉
光
寺　

政　

雄

　
　
　
　

後　

藤　

立　

美
、　

宗　

形　

政　

洋

　
　
　
　

横　

田　

秀　

一
、　

薄　

井　
　
　

淳

　
　
　
　

室　

井　

幸　

子
、　

松　

田　

善
志
子

　
　
　
　

篠　

﨑　

憲　

一
、　

藤　

原　
　
　

勝

　
　
　
　

渡　

辺　
　
　

仁
、　

人　

見　

富
美
雄

　
　
　
　

若　

松　

利　

夫
、　

大　

森　

孝　

雄

　
　
　
　

小　

室　

孝　

幸
、　

常　

盤　

好　

一

　
　
　
　

平　

山　

浩
一
郎
、　

蓮　

實　

修　

一

　
　
　
　

君　

島　

永　

憲
、　

関　
　
　

進
太
郎

　
　
　
　

鈴　

木　

伸　

三
、　

君　

島　
　
　

俊

　
　
　
　

君　

島　

圭　

一
、　

秋　

山　

直　

道

　
　
　
　

菊　

池　
　
　

学
、　

相　

馬　

謙　

一

　
　
　
　

藤　

田　
　
　

崇
、　

印　

南　

富
士
夫

　
　
　
　

鈴　

木　

直　

幸
、　

坂　

内　

信　

之

佐
野
市
あ
そ   ［
総　

代
］　

　
　
　
　

飯　

塚　

政　

行
、　

永　

島　

妙　

子

　
　
　
　

亀　

山　

征　

樹
、　

石　

橋　

伯　

昂

　
　
　
　

内　

田　

厚　

夫
、　

澤　

柳　

義　

隆

　
　
　
　

川
久
保　

憲　

司
、　

石　

井　

盛　

男

　
　
　
　

飯　

田　
　
　

豊
、　

小　

平　

美　

幸

　
　
　
　

亀　

田　

成　

子
、　

齋　

藤　

孝　

之

　
　
　
　

山
野
井　

淑　

郎
、　

塩　

田　

敏　

之

　
　
　
　

篠　

田　

幸　

夫
、　

程　

島　

宗
一
郎

　
　
　
　

長　

島　

信　

夫

足
利
市
坂
西   ［
総　

代
］　

　
　
　
　

西　

場　

正　

好
、　

山　

崎　

一　

好

　
　
　
　

茂　

木　
　
　

勝
、　

髙　

田　

正　

美

◆
栃
木
県
商
工
会
連
合
会
長
特
別
感
謝
状
（
２
名
）

栃
木
県
商
工
会
連
合
会　

　
　
　
　
　
　

前　

会　

長		

福　

田　

徳　

一

栃
木
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　

前
専
務
理
事		

稲　

葉　

光　

二

大 会 決 議
われわれ商工会員は、地域に根付く事業者として、

１．地域住民の生活を維持し、雇用と賑わいをつくり、地域経済を支える
１．事業を次世代へと承継し、技術や伝統、地域コミュニティを守り続ける
１．組織一丸となって課題解決に取り組み、稼ぐ力を強化し、事業の持続的発展を果たす

　商工会員、女性部員、青年部員のこの決意を受け、県内 33 商工会と栃木県商工会連合会は、県知事及び
県議会議長、並びに、県内 25 の市町長及び市長議会議長に対し、次の項目を要望する。

１．厳しい経営環境に置かれている中小企業・小規模事業者の “持続的発展 ”に向けた支援の拡充
　会員企業が、地域で事業を営み、継続し、持続的発展を成し遂げるため、受注・販売の拡大、価格転嫁
対策、資金繰り改善、若年者等の人材確保、デジタルの活用による省力化・生産性向上の強化、事業承継等、
喫緊の「課題解決」並びに、事業者としての特性・強みを活かした経営計画策定、地域の社会課題解決を
目指した事業の創出、新たな需要が期待される地域資源の有効活用等「稼ぐ力の強化」に向けた各種事業
に対して、支援を拡充していただきたい。
２．商工会の会員支援基盤のさらなる強化

　商工会が、地域唯一の経済団体として、また、経営改善普及事業を実施する支援機関として、今後ます
ます重要となる役割を果たしていくための「小規模企業経営支援事業費補助金の確保」とともに、会員企
業の多様で、専門的、かつ高度化する支援ニーズに対応するために、知識と経験豊かな職員が県内広域エ
リアで経営支援できる「広域支援体制の整備」、支援の最前線を担う現場であり、地域の拠りどころである
ものの、老朽化が激しい「商工会館の安全対策（施設設備）」等、会員支援基盤の強化に向けた取組に対して、
なお一層の支援をいただきたい。



P.7

◆
栃
木
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
（
85
名
）

矢　

板　

市	

常
任
委
員	
大　

塚　

久　

子

上
三
川
町	

副
部
長	

武　

子　

正　

子
	

副
部
長	

石　

﨑　

久　

江

	

常
任
委
員	

黒　

澤　

良　

子

下　

野　

市	

副
部
長	

野　

田　

香
代
子

	

副
部
長	

須　

藤　

明　

子

	

常
任
委
員	

瀬　

端　

玲　

子

	

常
任
委
員	

石　

渡　

栄　

子

西　
　
　

方	

副
部
長	

阿　

部　

亜
希
子

	

監
査
委
員	

坂　

井　

美
枝
子

	

監
査
委
員	

松　

本　

美
智
子

粟　
　
　

野	

部　
　

長	

若　

林　

ふ
み
子

	

副
部
長	

西　

村　

洋　

子

	

副
部
長	

松　

澤　

康　

子

	

副
部
長	

小　

林　

友　

子

	

常
任
委
員	

金　

子　

輝　

子

足　

尾　

町	

常
任
委
員	

仁　

平　

裕　

子

に
の
み
や	

副
部
長	

芝　

野　

由
美
子

に
の
み
や	

常
任
委
員	

町　

田　

早
百
合

	

常
任
委
員	

日
向
野　

朋　

子

	

常
任
委
員	

菅　

谷　

滝　

子

益　

子　

町	

常
任
委
員	

大　

塚　

政　

子

	

常
任
委
員	

萩　

原　

桂　

子

茂　

木　

町	

常
任
委
員	

石　

川　

修　

子

	

常
任
委
員	

秋　

山　

礼　

子

	

常
任
委
員	

石　

崎　

優　

子

市　

貝　

町	
部　
　

長	

小　

川　

理　

抄

	

副
部
長	

山　

田　

京　

美

芳　

賀　

町	

副
部
長	
森　
　
　

節　

子

壬　

生　

町	

部　
　

長	
黒　

川　

久　

美

	

副
部
長	

福　

田　

倫　

子 

	

副
部
長	

和
久
井　

こ
ず
え

	

常
任
委
員	

野　

澤　

初　

江

石　
　
　

橋	

部　
　

長	

大　

関　

啓　

子

	

常
任
委
員	

荒　

川　

宏　

子

	

常
任
委
員	

奥　

田　

英　

子

	

常
任
委
員	

大　

島　

け
い
子

	

常
任
委
員	

髙　

橋　

麻
理
子

野　

木　

町	

副
部
長	

須　

藤　

節　

子

	

副
部
長	

田　

村　

美
由
紀

	

常
任
委
員	

大　

森　

一　

江

小
山
市
お
も
い
が
わ	

副
部
長	

知　

久　

静　

江

	

常
任
委
員	

尾　

島　

は
な
子

大　

平　

町	

副
部
長	

寺　

内　

八
重
子

	

副
部
長	

宮　

﨑　

義　

枝

	

監
査
委
員	

佐　

山　

秀　

子

	

常
任
委
員	

石　

塚　

光　

子

藤　

岡　

町	

副
部
長	

平　

間　

ア
キ
子

	

監
査
委
員	

五
十
畑　

美
惠
子

岩　

舟　

町	

部　
　

長	

相　

良　

香
津
子

	

副
部
長	

深　

津　

真　

弓

	

監
査
委
員	

松　

井　

き
み
子

	

監
査
委
員	

川　

田　

と
み
子

	

常
任
委
員	

苗　

木　

智
恵
子

都　

賀　

町	

常
任
委
員	

毛　

塚　

由
美
子

塩　

谷　

町	

部　
　

長	

斎　

藤　

恵
美
子

	

監
査
委
員	

前　

原　

一　

重

	

常
任
委
員	

石　

下　

の
り
子

	

常
任
委
員	

大　

嶋　

由
美
子

	
常
任
委
員	

中　

村　
　
　

恵

氏　
　
　

家	

副
部
長	

正　

親　

久
美
子

	

常
任
委
員	
岡　

本　

富
佐
江

栃
木
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
　
設
立
60
周
年
記
念

  
　
受
賞
者
の
紹
介  

表
彰
基
準
日
：
令
和
７
年
３
月
31
日

                                                                         　
　

   

（
敬
称
略
）

氏　
　
　

家	

常
任
委
員	

前　

橋　

佳　

子

	

常
任
委
員	

小　

菅　

恵　

子

高
根
沢
町	

副
部
長	

澤　

畑　

陽　

子

	

監
査
委
員	

篠　

原　

真　

弓

	

常
任
委
員	

大　

戸　
　
　

泉

喜　

連　

川	

監
査
委
員	

内　

間　

照　

子

那
須
烏
山	

常
任
委
員	

海　

野　

美
枝
子

	

常
任
委
員	

磯　
　
　

ト
ミ
子

	

常
任
委
員	

髙
津
戸　

美
智
子

那
珂
川
町	

副
部
長	

鈴　

木　

立　

美

	

常
任
委
員	

久　

保　

亮　

子

黒　
　
　

羽	

常
任
委
員	

松　

本　

美
代
子

	

常
任
委
員	

新　

巻　

道　

子

那　

須　

町	

常
任
委
員	

益　

子　

ヨ
シ
エ

那
須
塩
原
市	

部　
　

長	

榊　

原　

博　

子

西
那
須
野	

常
任
委
員	

飯　

村　

礼　

子

湯　

津　

上	

副
部
長	

鈴　

木　

愛　

子

	

常
任
委
員	

越　

沼　

美　

香

	

常
任
委
員	

松　

澤　

恵
美
子

佐
野
市
あ
そ	

監
査
委
員	

広　

瀬　

恭　

子

	

常
任
委
員	

若　

井　

律　

子

足
利
市
坂
西	

副
部
長	

加　

納　

民　

子

	

常
任
委
員	

川　

島　

惠　

子



商 工 連 と ち ぎ

発
行
所
／
栃
木
県
商
工
会
連
合
会　
　

☎
０
２
８
（
６
３
７
）
３
７
３
１　
　
　
　
　
　

印
刷
／
株
式
会
社
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷

上
三
川
町
に
は
名
前
の
由
来
と

言
わ
れ
る
鬼
怒
川
、
田
川
、
江
川

の
３
本
の
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
北
関
東
自
動
車
道
、
新
国
道

４
号
線
、
国
道
３
５
２
号
線
が
通

り
、
交
通
の
要
衝
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

当
町
は
今
年
で
町
政
70
周
年
。

商
工
会
で
は
「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
祭

り
」
や
「
フ
ェ
ス
タ
in
か
み
の
か

わ
」、
商
業
部
会
で
は
「
い
き
い

き
ナ
イ
ト
」
を
実
施
。
女
性
部
で

は
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
12

月
に
実
施
予
定
な
ど
一
段
と
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、お
届
け
し
ま
す
。

本
業
で
あ
る
経
営
改
善
普
及
事

業
に
つ
い
て
も
、
経
営
発
達
支
援

計
画
に
基
づ
き
経
営
分
析
や
創
業

支
援
、
需
要
動
向
の
把
握
や
新
た

前列左から
　野沢課長、石塚副会長、鶴見会長、猪瀬副会長、
　稲垣局長
後列左から
　藤波主任、市村主事補、伊豆主事、齋藤主事、
　肥沼一般職員、前原主事

な
需
要
開
拓
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
何
か
あ
っ

た
ら
商
工
会
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
日
々
会
員
事
業
所
の
発

展
を
目
指
し
ま
す
。

　
商
工
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

▼
上
三
川
町
商
工
会
▲

商工会では新規会員を
募集しています

是非、
お仲間をご紹介ください。

詳しくは、最寄りの商工会まで
ご連絡ください。

商工会をもっと身近に！
各地の商工会をご紹介します

時
間
額

◆このような特徴があります◆

　商工会の福祉共済では、新たに、「生命」
保障を導入し、死亡・高度障害（重度の
身体障害）の保障が拡充されました。　
詳細は商工会までお問合せください。


